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情報公開の第一歩 政治資金を見えるようにします。 
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減税が借金に！？減税が借金に！？  
市民税減税は９２．４億円の借金に！ 

前回までの残高                   ２５,５９５円   

印刷代（ビラ印刷代）             ２１,２６２円 

交通費（駐車場、燃料代）           １２,２４２円 

会場費差額              １,６００円 

通信費（携帯電話）              １３,３９４円 

   収入 

自己資金                 ２０,０００円 

寄付  シミズ様、イシイ様     １３,０００円 

合計 02/10/1～02/11/2                －７,８３６円 

■減る市税収入 

 市の収入の約半分を占めるのが*市税です。 
*市税：市民税（個人･法人）、固定資産税、都市計画税、 

     市たばこ税、軽自動車税等 

 図１に市税収入額の推移を示します。 

 市民税は、‘９２をピークに減少傾向にありま

す。その第１の要因は市民の収入減です。 

 固定資産税は、‘９９をピークに減少していま

す。 

■下がる徴収率 

 市税収入が下がるもう一つの要因は、徴収率が下

がっている事です。 図２に示すように‘９５以降

の下落が大きくなっています。また、市民税の下落

幅が‘00から持ち直しているのは、市税滞納に対す

る特別措置に関する条例（悪質滞納者の指名公開

等）制定の効果と推測できます。 
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■減税が借金に（７年間で９２.４億円の借金） 

表１ 減税補填債(借金)と地方特例交付金(収入) 

 表１に示すとおり、市民税は‘94から減税が始ま

りました。そのため減少した収入を補うために、借

金（減税補填債）が必要になりました。‘00までの

累計で９２.４億円にもなっています。‘99からは、

減税補填をこれ以上借金に負えないため、国から地

方特例交付金が交付されるようになりました。 

 市民税減税が、市民1人当り約５万円の借金に

なっている事になります。 

図１ 小田原市の市税収入額の推移

0

50

100

150

200

250

300

350

400

1988 1990 1992 1994 1996 1998 2000

西暦

収
入

額
　

（
億

円
）

市税

市民税

固定資産税

図２ 小田原市の市税徴収率
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      ‘94 ‘95 ‘96 ‘97 ‘98 ‘99 ‘00 計 

減税補填債 23.7 21.6 25.9  13.2 3.7 4.3 92.4 

地方特例交付金      8.8 11.6  



議会活動を客観的に知る手段はないのだろうか！   市内在住 ６０代 男性 

 議員の議会活動や、どんな仕事をしているかが市民に見えてこない。後援会にでも入っていれば多少

違うのかも知れないが、議員が訪問してくると「そろそろ選挙か？」「もう４年経ったのか？」と思う

程度だ。議会だよりは文字が多すぎてあまり読む気がしないし専門用語も多すぎる。 

 そうなると結局、選挙のときは地元の議員か、若い人に投票するだけになってしまうし、これでは投

票率も上がらない。議会活動を客観的に知る手段はないのだろうか？ 

 今期の議員の議会活動を、私のホームページで実名公開していますが、ホームページを見ることがで

きる方は限られていますので、前回の市議会議員選挙の特徴と今期の本会議での質問状況を箇条書きに

示します。  なおこのデータは、どの時期にどの様に出したら効果的か判断し公表する予定です。 
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武松政策研究会 月例勉強会のお知らせ 

  日 時：１１/１６（土）１８時～２０時 

  場 所：市民会館６階 第１多目的室 

  テーマ：「下水道事業の現状と課題」 
  市の借金総額で一番多い下水道事業についてディスカッションします。    

  どなたでも自由に参加できます。 参加費１００円 
 URL http://www6.airnet.ne.jp/takematu/  

 I-mode http://www6.airnet.ne.jp/takematu/i.ht 

 寄付は、ジャパンネットバンク 本店 普通口座 ７９４１３７７ タケマツタダシ  

     さがみ信用金庫 ﾀﾞｲﾅｼﾃｨｲｰｽﾄ出張所 普通口座 ００５１２２８ 武松政策研究会 武松忠 まで     

  月刊武松は本人が配布しているため、行き届かないところがありますが、読み終わりましたら知

合いの方にお渡しいただけると幸いです。また、ｅメールでも送付していますので連絡下さい。 

■退職金いくら？ 

 先月の私の月々の手取り（２８.９万円）の話を

きっかけに、議員の退職金や、ボーナスの額につい

て皆さんから質問を受けました。小田原市議会議員

の場合、共済掛け金として毎月５.２８万円が天引

きされています。（報酬月額４７万８千円） 

 ３期連続当選しなかった場合は、退職一時金とし

て、１期４年で１７７.５万円（２５３.４万円の共

済掛け金）、２期８年で４０５.５万円（５０６.８

万円の共済掛け金）が支給されます。（年金を貰う

事は出来ません。） 

 ３期１２年を全うした時点で、退職一時金は無く

なり、議員年金を貰える権限が発生します。 

 公務員の定年退職金は、小田原市が約２500万

円、県職員で約3000万円になりますが、議員の場

合は４０年勤めて（２５００万円以上の共済掛け

金）も退職金はありません。 
■ボーナスの計算方法は？ 

 「ボーナスの金額から月々６０万円以上もらって

いるものと思っていた。」とも言われましたが、計

算方法は、以下のとおりです。 

 ボーナス額＝報酬月額×○.○ヶ月×１.４５ 

 １.５ヶ月とすると ４７.８万円×１.５×１.４５

で、約１０４万円になります。 支給月数に１.４５

という係数をかけています。 言える事は、 

選挙資金は、前回より少ない！！ 

退職金いくら？ 

The Voice    今までに頂いたご意見から 

■前回市議会議員選挙の結果から 

・得票数と年齢は特に関係ない。 

 若いからといって投票数が多いわけではない。 

・得票数の多い議員は、選挙支出も高い。 

・得票数と当選回数は一切関係ない。 

・当選回数と選挙支出に関係はない。 

■今期の本会議での質問状況 

・当選回数が多くなると、質問が少なくなる。 

  明確な差がありました。 

・得票数の多い人は、質問が少ない傾向にある。 

・年齢が高いほど、質問回数が少ない傾向にある。 

■質問は回数でなく内容か？ 

 量より質と言われても仕方ありませんが、現在までの本会議場での質問回数は、１回から１２回まで

と差は明らかです。正副議長や監査は質問できませんが、誰が議会活動をさぼっているか明らかです。 


